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(一社)警備員特別講習事業センター直接実施（特別講習 交通２級） 

「警備員になろうとする者の講習」 受講案内及び講習概要 

 

この講習は、警備員の資質として必要な警備業法・憲法・刑法・刑事訴訟法・関係法令、

礼式と基本動作、基本的な技能を習得し、最終日に実施する修了考査(学科試験・実技試験)

に合格するためのカリキュラムで構成されています。 

 講習内容は激しい動きもあるため、糖尿病、心疾患、腎不全等の持病をお持ちで治療中

の方は、受講の可否について医師に相談するなど、受講に支障がないことを確認のうえお

申込み下さい。 

 

１．開催の講習の種別   特別講習 交通誘導警備業務２級 

 

２．開催の講習予定人員   本講習 ６０名 

 

３．開催の日時及び場所等 

 時   間 場   所 備   考 

第 1 日目 

令和元年 

10 月 11 日(金) 

9：00～19:00 

(受付・集合時間 8：50) 

神奈川県相模原市 

緑区名倉 2310 

(℡042-687-4501) 

受付は教場に集合

した時に確認致し

ます。 

第 2～5 日目 

令和元年 

10 月 12 日(土) 

～10 月 15 日(火) 

9：00～18：00 

(集合時間 8：50) 

第 6 日目 

令和元年 

10 月 16 日(水) 

9：00～10：50 

(集合時間 8：50) 

修了考査 

(学科・実技試験) 

11：00～16：15 

※気象条件、会場の使用状況等により終了時間が変更となる場合があります。 

※天変、地変の影響により中止することがあります。 

 

４．受講対象 

  この特別講習は、警備員でない方も受講できます。 

  ただし、警備業法第 3 条第 1 号～第 7 号に該当していないこと。（5 ページ参照） 

該当している場合、講習を受講することは出来ますが、修了考査に合格した場合で   

あっても公安委員会から合格証明書は交付されません。 

  また、心臓病、高血圧、腰痛、ひざ痛などの疾患が無く、健康で講習の課程に耐え得

る体力を有する者であること。 
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５．受講料 79,200 円（消費税増税 10％対応料金） 

受講料は、本年１０月の消費税増税対応で料金表示してあります。 

増税しなかった場合については、差額をご返金させていただきます。 

一度振り込んだ受講料は、講習が行われなかった場合を除き、いかなる理由があって

もお返しできません。 

  受講中の体調不良や怪我による途中リタイヤについても同様です。 

   最終日の修了考査（実技・学科試験）も含みます。 

なお、受領証をもって領収書にかえさせていただきます。  

 

キャンセルの連絡 

お申し込み後に、「警備員になろうとする者の講習」をキャンセルされる場合は警備員

特別講習事業センター事務局までご連絡ください。 

電話：03-5321-7655（平日 9 時～17 時） FAX：03-5321-6085 

 

キャンセルポリシー 

申し込まれました講習をキャンセルされる場合は、当事業センターのキャンセルポリ

シーに基づきキャンセル料が発生いたします。 

  申し込み前に必ずご確認ください。 

◎キャンセル料 

１．講習当日欠席、連絡なしの不参加、講習途中欠席：受講料金の 100% 

２．本申込終了(講習料金納付後)後のキャンセル：受講料金の 100％ 

３．それ以前(講習料金納付前)のキャンセル：無料 

 

開催中止について 

天変・地変、降雪などやむを得ない場合を除き、講習を中止する場合は、原則として

講習開催の前日までに事務局よりホームページでご連絡いたします。 

   受講料は全額返金いたします。（返金手数料は事業センター負担） 

 

お問い合わせ窓口 

一般社団法人 警備員特別講習事業センター 事務局 

  〒163-0032 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 32 階 

電話：03-5321-7655（平日 9 時～17 時） FAX：03-5321-6085 
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６．修了考査(学科・実技試験)合格判定基準 

   講習第６日目(最終日)修了考査（学科及び実技試験）を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 修了考査の学科試験は２０問で１００点満点、実技試験は６科目合計１００点満点

で両方とも９０点以上で合格。どちらか一方が９０点に満たない場合は不合格。 

   この講習は、技能検定の要素が強く、受講しているだけで合格できるような簡単な 

講習ではありません。 

合否は、試験結果によって決定されます。 

 

   （例） 

    学科８５点、実技９５点の場合は、学科が９０点に満たないので不合格 

 

     

 

 

 

                   合格ライン９０点 

 

    学科９０点、実技８９点の場合は、実技が９０点に満たないので不合格 

 

     

 

 

 

                   合格ライン９０点 

 

 

    学科９０点、実技９０点の場合は、両方とも９０点を満たしたので合格 

 

     

 

 

 

                   合格ライン９０点 

学科８５点 

実技９５点 

学科９０点 

実技８９点 

学科９０点 

実技９０点 

【注意事項】 

学科講義・実技訓練を全て履修した方が最終日の学科及び実技試験を 

受験することができます。 

講習期間中、けが・病気・体調不良等による見学、遅刻・早退・欠席    

した場合は、試験を受けることは出来ません。 
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７．講習カリキュラム 

   講習は、学科、実技科目 42 時限、修了考査 4 時限（学科、実技） 

計 46 時限で構成されています（1 時限は 50 分）。 

 1 時限ごとに 10 分間の休憩、昼食時間は 50 分間としておりますが、講義及び実技

訓練の進捗状況、気象条件等により前後することがあります。 

 

   時   間 講習内容 

第 1 日目 

令和元年 

10 月 11 日(金) 

9：00～19:00 

(受付・集合時間 8：50) 

学科講義 

【実技】礼式と基本動作 

学科と連動して実施 

第 2～4 日目 

令和元年 

10 月 12 日(土) 

～10 月 14 日(月) 
9：00～18：00 

(集合時間 8：50) 

学科講義 

【実技】学科と連動して実施 

第 5 日目 

令和元年 

10 月 15 日(火) 

【実技】終日 

第 6 日目 

令和元年 

10 月 16 日(水) 

9：00～10：50 

(集合時間 8：50) 

修了考査 

(学科・実技試験) 

11：00～16：15 

午前中【実技】 

修了考査 

※気象条件、会場の使用状況等により終了時間が変更となる場合があります。 

※天変、地変の影響により中止することがあります。 

 

実技科目は、以下の科目です。 

●交通誘導警備業務 

①大旗による車両誘導要領 

②素手による後進誘導要領 

③警察機関等への連絡要領 

④負傷者の搬送要領 

⑤徒手による護身術 

⑥事故現場における二次災害防止要領 

 

 ８．受講するための要件 

(１) 心臓病、高血圧、腰痛、ひざ痛などの重度の疾患が無く、健康で講習の課程に 

耐え得る体力を有する者であること。 

(２) 講習の課程を修了（合格）すると事業センターから「講習会修了証明書」が交付  

されますが、一定の要件（下記参照）を満たさないと合格証明書の交付申請をして

も交付を受けることができませんので、ご注意下さい。 
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検定の合格証明書の交付を受けるためには、次のいずれにも該当していない 

ことが必要です。 

 

１ １８歳未満の者 

２ 成年被後見人若しくは被保佐人又は破産者で復権を得ないもの 

３ 禁錮以上の刑に処せられ、又は警備業法の規定に違反して罰金の刑に処せられ、

その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から起算して５年を経過

しない者 

４ 最近５年間に、警備業法の規定、同法に基づく命令の規定若しくは処分に違反し、

又は警備業務に関し警備業の要件に関する規則第１号各号に掲げる行為をした者 

５ 集団的に、又は常習的に警備業の要件に関する規則第２条各号に掲げる罪の  

いずれかに当たる行為を行うおそれがあると認めるに足りる相当な理由がある者 

６ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第12 条若しくは第12 条の６の

規定による命令又は同法第 12 条の４第２項の規定による指示を受けた者であって、

当該命令又は指示を受けた日から起算して３年を経過しないもの 

７ アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚せい剤の中毒者 

８ 精神機能の障害により警備業務を適正に行うに当たって必要な認知、判断及び 

意思疎通を適切に行うことができない者 

９ 警備業法第 23 条第５項において読み替えて準用する同法第 22 条第７項第２号 

又は第３号に該当することにより合格証明書の返納を命ぜられ、その日から起算し

３年を経過しない者 

 

 

９．修了証明書の交付～合格証明書の交付 

  本講習の試験に合格すると、事業センターから「講習会修了証明書」が交付され、

必要な添付書類とともに、１年以内に申請者の住所地を管轄する警察署又は所属する

警備会社の営業所の住所地を管轄する警察署に検定合格証明書の交付申請をし、都道

府県公安委員会から「検定合格証明書」が交付されたときから、「合格証明書の交付を

受けている警備員（資格者）」となります。 

 

 10．受講証明書の交付 

   本講習の試験に不合格であった場合には、「講習会受講証明書」が交付され、交付後

１年以内（１回限り）であれば、47 都道府県で行われている特別講習会場で再講習  

（2 時限以上の講習受講後、修了考査を実施）を受講することができます。 
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 特別講習受講から検定合格証明書取得までの流れ 

 

 

  

 

 

                                                    

 

                  (1 年間有効) 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 （添付書類準備） 

 

 

 

※「検定合格証明書」が交付 

 されると２級検定資格者 

 になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学科講習 

実技講習 

学科試験 

実技試験 

合格 講習会修了証明書 

検定合格証明書の交付 

不合格 

講習会受講証明書 

再 試 験 

(13,200 円） 

申請手続（10,000 円） 

・合格証明書交付申請書 1 通 

・履歴書 

・住民票の写し（本籍の記載されたもの） 

・修了証明書 

・登記事項証明書 

・市町村の長の証明書（身分証明書） 

・法第３条第６号及び第 7 号に掲げる者に該当 

しない医師の診断書 

・誓約書 

・写真 1 枚 

(1 年間有効) 

２時限以上の講習

（実技） 

学科試験 

実技試験 

不合格 

最初受講した講習か

ら受講し直す。 合 格 
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11．宿泊・食事について 

会場である「研修センターふじの」には宿泊施設と食堂があります。 

宿泊・食事を希望される場合は、別途お申込み(受講申込書類に同封します)が必要

となります。前泊から利用される方はチェックイン時、第１日目から利用される方は

その日の昼食時間を利用して現金でお支払下さい。 

宿泊を希望される場合でも、一人部屋のご用意は出来ません（女性を除く）ので、

一人部屋を希望される場合は各自で別の宿泊施設を手配していただくことになります。 

宿泊・食事料金は、本年１０月の消費税増税対応で料金表示してあります。 

増税しなかった場合については、差額をご返金させていただきます。 

宿泊は、２人以上１部屋の相部屋で１泊３，３００円になります。 

部屋割りは事務局でしますのであらかじめご了承ください。 

食事は、朝食７４０円、昼食９５０円、夕食１，４２０円になります。 

ご参考までに、 

・第１日目の昼食～最終日の昼食、合計３３，０００円（消費税増税 10％対応料金） 

・前日の宿泊～最終日の昼食、合計３７，０４０円（消費税増税 10％対応料金） 

   期間中に一度、部屋の清掃を行います。 

前日宿泊を希望される方は、この日の夕食は用意出来ません。施設周辺に飲食店が

ございませんのであらかじめ夕食を済ませてからお越し下さい。 

チェックインは１６時からとさせていただきます。 

 

  電車で通われる場合は、ＪＲ中央本線 藤野駅下車 徒歩約１５分 

             東京駅(中央線快速)→高尾駅(中央本線)→藤野駅 

  お車で通われる場合は、駐車場は３０台程度ご利用いただけますが、「事業センター 

及び研修センターふじの」では駐車場内での事故・盗難などに

つきましては一切責任を負いません。 
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 12．その他 

  (１) 一度振り込んだ受講料は、講習が行われなかった場合を除きお返しできません

ので、十分検討されてお申し込み下さい。 

  (２) 修了考査（最終日の学科試験及び実技試験）の採点結果は公表しません。 

     （特別講習事業業務規程第２３条第３項） 

  (３) 受講申込書等には、備考欄に注意事項がありますので、記載に当たっては 

   備考欄を必読して誤りのないようお願い致します。 

  (４) 講習は、４２時限分の学科講義及び実技訓練の受講と４時限分の修了考査 

   （学科試験・実技試験）のカリキュラムになっておりますが、体調不良や講習の   

進行を妨げる行為、その他最後まで受講が困難であると事務局で判断した場合は、

相談の上帰宅していただくことがあります。 

  (５) 講習中は、お名前ではなく受講番号でお呼びしますのであらかじめご了承  

下さい。 

  (６) 講義や訓練の開始時刻や集合場所は、適宜指示を致しますので時間厳守で  

お願い致します。 

   (７) ＪＲ藤野駅から「研修センターふじの」までの送迎は行っておりません。 

     全日程の受付時間内に遅れないようにお願い致します。 

  (８) 細部のご案内は、手続きが終了し、申込書類等を送付する際にお送り致します。 

  （９）ご不明の点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。 

（事業センターTEL 03-5321-7655） 
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応募から講習受講までの流れ 

ホームページに受講案内及び講習概要、 

抽選応募用紙を掲載 
事業センター 

 

受講希望者 

受講案内及び講習概要、抽選応募用紙をダウンロード 

必要事項を記入し、受付期間内に事業センターへ郵送 

受付期間：令和元年 8 月 9 日(金)までに必着のものに限る。 

 
受理後、抽選番号を記載し、返信用封筒で返信。 

・抽選番号 1～60 番の方は、順次受講申込書類を送付。 

・60 番までの中でキャンセルがあった場合は、 

 抽選番号 61 番以降を抽選とし、ホームページで結果発表 

キャンセル分抽選結果発表：令和元年 8 月 13 日（火） 

午後５時頃掲示 当選者に受講申込書類を送付 

事業センター 

 

先着 60 名分及び 

ｷｬﾝｾﾙ分当選者 

受講料を振込み、受講申込書類を作成・返送 

先着 60 名の申込書類締切日：令和元年 8 月 23 日（金）までに必着 

当選者の申込書類締切日：令和元年 9 月 13 日（金）までに必着 

 
受講申込書類確認後、使用する教本・資料等を 

先着 60 名分は 9 月 6 日（金）から送付します。 

キャンセル分当選者分は 

受講申込書類確認後、順次送付します。 

事業センター 

 

受講者 特別講習受講 

 

翌月中旬頃 修了考査結果を送付 事業センター 

 

受講者 修了証明書、または、受講証明書の受領書を返送 
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(一社)警備員特別講習事業センター直接実施（特別講習 交通２級） 

「警備員になろうとする者の講習」 応募要領等及び抽選応募用紙 

 

 

当事業センターで実施する「警備員になろうとする者の講習（特別講習 交通２級）」の

抽選応募要領についてご案内致します。 

 １．応募要領 

   応募は１人１回です。同一人から複数応募があった時は全数無効とします。 

   受講希望の方は、次ページの「抽選応募用紙」に必要事項をご記入後、返信用封筒

を用意し、切手を貼付して表面に住所、氏名を記入したものを同封して下さい。返信

用封筒が同封されていない場合は、無効とさせていただきます。 

   受付期間：令和元年８月９日（金）までに必着のものに限り有効 

   事業センターで受理した後、『抽選番号』を記入し、返信用封筒で返信します。 

   なお、先着６０名（抽選番号１～６０）までは抽選を行わず、６１番以降を抽選対

象とします。 

送付先 

〒１６３－０６３２ 

東京都新宿区西新宿１－２５－１ 新宿センタービル３２F 

警備員特別講習事業センター （な）交通２級申込係あて 

 

 

 ２．抽選方法及び抽選結果発表 

   抽選応募６０番までの中でキャンセルがあった場合は、抽選応募６１番以降から 

募集人員に満たない分を厳正公平に抽選します。 

   ただし、募集予定人員に満たない場合は抽選を行いません。 

   抽選結果は、事業センターホームページに『抽選番号』を発表します。 

   キャンセル分抽選結果発表：令和元年８月１３日（火）午後５時頃掲示 

   発表後、当選者の自宅住所に受講申込書類一式をお送りします。 

 

 ３．個人情報の取扱いについて 

抽選応募用紙や申込手続きによる個人情報は、適正に管理・保護し、目的以外の  

利用や第三者への情報提供は行いません。 
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 ４．その他 

   ・「講習案内及び講習概要」(P.1～8)についてよくお読みください。 

     

   ・抽選応募用紙の記載事項は楷書で記載して下さい。 

 

   ・先着６０名（抽選番号１～６０）の方は、受講申込書類到着後、速やかに手続き

をお願い致します。 

    申込書類締切日：令和元年８月２３日（金）までに必着 

    手続き締切日を過ぎた場合は無効とし、キャンセル分当選者に受講申込書類を 

送付します。 

 

   ・キャンセル分で当選された方は、受講申込書類到着後、速やかに手続きをお願い 

致します。 

    当選者の申込書類締切日：令和元年９月１３日（金）までに必着 

 

 

   ※『抽選番号』欄には記入しないで下さい。 

必要事項を記入後、返信用封筒（長形４号または長形３号）を用意し、82 円切手を貼付 

して表面に住所、氏名を記入したものを同封してお送り下さい。 

返信用封筒が同封されていない場合は、無効とさせていただきます。 
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事業センター直接実施 特別講習交通誘導警備業務２級抽選応募用紙 

（令和元年 10 月 11～16 日実施分） 

 

 

返信用封筒が同封されていない場合は、無効とさせていただきます。 

 

フリガナ  

氏  名 

 

（ 男 ・ 女 ）（    歳） 

           （身長 約  ㎝） 

会 社 名 

 業  種 

 

 

自宅住所（会社は不可） 

 

〒    －       

 

 

 

携帯電話（     －     －     ） 

自宅電話（     －     －     ） 

 

 

抽選番号 

 

※記入しないで下さい。 

 

 

 

 

(抽選番号 60 番までの中でキャンセルがあった場合、 

抽選番号 61 番以降を抽選対象とします) 


